
平均

在院日数

軽症 - - -

中等症 63 17.89 73.62

重症 33 26.58 81.61

超重症 11 35.64 86.36

中等症の肺炎症例が最も多く、重症、超重症と上がっていくにつれて平均年齢も上がり、平均在院日数も伸びていく傾向です。

年齢が上がるにつれ重症化しやすく、年齢や症状に合わせた治療を行っていきます。

平成28年度から常勤の呼吸器医師による入院加療も行っております。

渓和会江別病院　平成２８年度病院指標

患者数 平均年齢

４　成人市中肺炎の重症度別患者数等


